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つ の タ イ プ が 確 誰 され､ 共 に 双 晶 境 界 で 分 子 鎖 が 折 り 曲 が る 変 形

で あ る｡ 前 者 の 双 晶 は 瞬 間 (30msec以 内 ) に 形 成 さ れ､ 後 者 の

双 晶 で は 成 長 過 程 が 観 察 さ れ た｡ 双 晶 が 成 長 す る こ と と, 双 晶 境

界 が 平 行 で な い 場 合 が あ る こ と か ら､ 双 晶 を 位 が 存 在 す る こ と が

わ か る｡ 結 晶 が 弾 性 変 形 し た 後､ 応 力 集 中 に よ っ て 双 晶 が 形 成 さ

れ る こ と も観 察 さ れ た｡ モ ノ マ ー に お い て は 釆 晶 は 発.生 せ ず､ C

軸 方 向 で 破 断 す る｡ し た が っ て 高 分 子 の 分 子 鎖 の 強 靭 さ ゆ え に､

ポ リ マ ー 単 結 晶 に お い て 双 晶 変 形 を 起 こ す こ と が 結 論 で き る｡ 変

形 過 程 に お け る 双 晶 範 位 の 役 割 に つ い て も 考 察 す る｡

6.振動子集団の結合系における引き込み

奥 田 浩 司

大脳皮質の第一次視覚野には､網膜上の特定の位置に投影された､特定の方向を向いた動

く線分にだけ選択的に応答するニューロンが存在することが知られている｡このようなニュー

ロンは､同L:応答特性を持ったニューロンどおしが多数集まって､コラムと呼ばれるクラスター

を形成しており､視覚皮質には､いろいろな応答特性をもつコラムが､ある程度規則的に並べ

られている｡最近､Grayら【1】は､猫の視覚皮質を用いた実験により､刺激に対するコラム

の応答が振動的であることを兄いだした｡さらに､視覚皮質上で離れた位置にある､同じ方向

選択性をもつ2つのコラムの振動的応答が同期することを､彼らは報告している｡この実験結

果は､脳の情報処理､特に､特徴抽出過程において､振動の位相情報が何らかの役割を果たし

ていることを示唆している｡これを受けていくつかの理論が提出されているが､Ⅹuramoto

l2】は､ニューロン的なふるまいをする振動子でニューロンをモデル化し､コラムをそのよう

な振動子の集団として扱うことで､コラムの振動的応答を引き込みによる集団振動の出現と関

係づけた｡次なるステップは､コラム構造をもつ視覚皮質のモデルとして､振動子集団の結合

系を調べることであろう｡

このように､振動子の集団の結合系のふるまいは興味深い｡そこで､本研究は2つの振動子
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集団の結合系からスタートする｡ただし､解析を簡単にするため､個々の振動子としてニューロ

ン的なものは使わず､方程式 ¢-W(函まmod27T)に従う位相モデルの振動子を採用する.

それぞれの集団は､この振動子Ⅳ個を引力的なsine-couplingで平均場的に結合させ､ノイ

ズを加えることで作られる｡ノイズを小さくすると､集団振動が現れることを期待するわけで

ある｡振動数の違う2つの集団をやはりsine-couplingで結合させることにより､振動子集

団の結合系が得られるOそれぞれの集団における振動子の分布関数をn(i)(4,i)(k-1,2)

で表すと､〟-→∞ でこの系は次の方程式に従うことがわかる:

誓 一議[(u'k'-L2TdQbn(¢⊥Q,(n(A,(4,,申 Knq'(Q,"))

n'k'(4,)トD等 (k･L./,-(1･2,あるいは(2,1,

ここで､方は集団間の結合の強さ､βはノイズの強さを表す｡これを基礎方程式として､刀

を小さくしたときに､定常解 n(1)-n(2)-1/2打からどのような集団振動解が分岐するか

を､標準的な摂動法を用いて調べたOその結果､Kが大きいときには､2つの集団における集

団振動は同朋し､〟が小さいときには､2つの独立な集団振動が現れることがわかった｡さら

に､計算機シミュレーションと合わせて､図 1に示すような分岐構造を得た｡

独立な振動が現れているときでも､一方の集団における振動は､小さな振幅でもう片方の

集団に影響を与えている｡このことは､直接の結合はもたないが振動数の近い2つの集団が､

間に別の集団を介して､同朋した振動を示す可舵性を示唆している｡そこで､図2に示すよう

なリング状に並んだ4つの集団の結合系について調べてみた｡振動数の近い集団1と3､ある

いは､2と4の振動が同期することを期待するわけである｡解析は∂-0としておこなった

が､本質的な遠いはないはずである｡その結果として､期待が正しいことが証明された｡この

ような間接的結合による振動の同期は､一般の振動子集団結合系でも起こり得ると思われる.
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7.高導電性ポリアセチレンの金属性伝導

金 子 浩

ポ リアセチ レンは最も単純で基本的な横道 を持つ一次元共役高分

子であ り､ ドー ピングによって電気伝導度 を広範に変化 させること̀

ができる｡ ドー ピングレベルが低い場合にはポリアセチ レンの分子

鎖が結合交代 をしてエネルギー的に縮退 していることに起因す る､

ソリトンと呼ばれ る励起が存在することが知 られてお り､ その存在

及び性質はよ く訴べ られていて､ ドープ濃度の低いときの多 くの実

験結束を説明す るのに成功 している｡ ドープ量を多 くすると金属的

電気伝導を示す ようになるが, ソリ トンは互いに近接 して格子を組

むなどして強 く相互作用するため新たなる検討を必要 としている｡

従来, ポ リアセチ レンについては白川によ り開発された, フィブ

リルと呼ばれ る, 分子鎖が束になったひも状の結晶が絡み合 う構造

をし､密度も理論値の 1/3程度となるフイルムを使って研究が進

め られ ていたため､ 電気伝導度を高め ることが困難で､ また電気的

性質についても､ ポ リアセチ レン固有の一次元共役高分子鎖よ りは
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